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　本調査区北西隅の第 １ 層の灰褐色土は近世，第 ２ 層の茶褐色土は中世の遺物包含層とな
る。それら以外の大部分は，東西溝ＳＤ １ ，近世白川道側溝ＳＤ ２ ，中世白川道ＳＦ ２ と















　ＳＥ １ は本調査区南西部でみつかった円形の石組井戸。掘形埋土から，Ｄ３ 類の土師器


















　⑵ 遺　　物（図119　Ⅳ １ ～Ⅳ ８ ）
　Ⅳ １ ・Ⅳ ２ は １ 段撫で手法のＤ ３ 類の土師器小皿。Ⅳ ２ は口縁部内外面に煤が付着して
いる。以上はＳＥ １ 掘形埋土より出土。
　Ⅳ ３・Ⅳ ４ はＤ３ 類，Ⅳ ５ はＤ ４ 類の土師器小皿・皿。Ⅳ ６ は白磁底部片。外面は露胎で，
見込みに浅い圏線を有している。以上はＳＥ １ 石組内埋土より出土。
　Ⅳ ７ はＤ ４ 類の土師器小皿。Ⅳ ８ は白磁底部片。内面に蛇の目釉剝ぎが認められる。以
























図１１9 ＳＥ １ 掘形出土遺物（Ⅳ １ ・Ⅳ ２ 土師器），ＳＥ １ 石組内出土遺物（Ⅳ ３ ～Ⅳ ５ 土師器，Ⅳ ６
白磁），ＳＦ ２ 出土遺物（Ⅳ ７ 土師器，Ⅳ ８ 白磁）
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　なお，ＳＦ １ の掘削は，調査期間がかぎられていたがゆえに，ＳＤ １ の底面までは ３ 回
にわけ，それよりも下は １ 度でおこなった。説明の都合上，上からＳＦ １ Ａ層・Ｂ層・Ｃ
層・Ｄ層と呼ぶことにしたい。ＳＦ １ からは，あわせて整理箱 ２ 箱半くらいの遺物が出土

















　ＳＤ １ は底部の幅が60㎝ほどとなる東西溝で，ＳＦ １ を掘り込んだものとなる。遺物の





























近 世 の 遺 跡




図１２２ ＳＦ １ Ａ層出土遺物（Ⅳ20～Ⅳ24陶器，Ⅳ25～Ⅳ35磁器，Ⅳ36泥面子），ＳＤ ２ 下層出土遺物
（Ⅳ37陶器，Ⅳ38～Ⅳ40磁器）　Ⅳ22の拓本およびⅣ36は縮尺1/2
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よんでいたことが語られている（ ５ ）。今出川口にかんしては，宝暦 ４ 年（1754）に成立し














卿記』天正 ３ 年（1575） ２ 月15日













































































































































































（ ３ ）　清文堂史料叢書　第 ５ 刊『京都御役所向大概覚書』上巻。
（ ４ ）　元禄 ２ 年（1689）成立の『京羽二重織留』巻之 １ （『新修　京都叢書』第 ２ 巻），同 ３ 年完成






（『新修　京都叢書』第12巻）。また，窪木清渕が寛政 ５ 年（1793） ４ 月23日に，坂本から白河
嶺（山中路）・白河村・白川馳道をへて下加茂祠にもうでたことは，かれがしたためた『西遊
日記』より知られる（『史料　京都見聞記』第 ２ 巻　紀行Ⅱ）。
（ ８ ）　『日本国語大辞典　第 ２ 版』第12巻・「ほんどう【本道】」の項。
（ ９ ）　史料纂集　古記録編『新訂増補　兼見卿記』第 １ 。
（10）　『大日本史料』第10編之21・192頁。





















５ 年（1525）から天文 ４ 年（1535）のものとされる。ただし，それには異説もあって（東京国
立博物館・日本テレビ放送網編『特別展　京都―洛中洛外図と障壁画の美』第 １ 部，日本テレ
ビ放送網，2013年），まだまだ検討を深めていかなければならない。



















がみえ，前者にはそれが存しない点に注意をはらっておきたい。加賀藩は慶応 ３ 年（1867） ８
月 ６ 日よりも前に，岡崎村の ４ 万3038坪餘の土地を借りうけ，そこに建物をかりにもうけて藩





















































総説・第 ８ 章第 １ 節（財団法人　京都大学後援会，1998年）において掲げられている。
